











学 位 の 種 類





とく すみ ただ いち
工 学 博 士
論 工 博 第 280 号
昭 和 44年 5 月 23日




論文調 査 委員 教 授 河 合 弘 迫 教 授 小野木重治 教 授 古 川 淳 二
論 文 内 容 の 要 旨









(以下ブレンド重合体と称する) につい検討している｡ すなわち Ziegler系触媒を用いて高圧法ポリエチ
レンを溶液状で添加してエチレンを重合させて得られた系, ポリプロピレンを添加してエチレンを重合さ
せた系および低圧法ポリエチレンを添加してプロピレンを重合させた系について, 示差熱分析, Ⅹ線 回












第三章においては, エチレンープロピレンおよびェチレン- ブテン- 1 のランダム共重合体について示
差熱分析の結果を論じている｡ すなわち前半では各種 Natta 系触媒の組合わせを用い供給プロピレン約
6mole% でエチレン- プロピレンのランダム共重合を行ない, 得られた初期重合体について示差熱分析の
特性ピークおよび熟的挙動 (融点, 酸化熱分解) を赤外分光を併用して詳細に検討し, いずれも130oC付
近にポリエチレンの融解吸熱ピークの出現すること, ポリプロピレン結晶の含まれていないこと, 融解吸
熱ピークの面積と赤外分光より求められたポリエチレンの結晶化度との問に良好な比例関係のあることな






られたエチレン重合体について, ブテン- 1 成分の定量を赤外分光分析によって行ない, さらにブテンー
1 の存在状態を各成分の単独重合体, その機械的混合物, ブロックおよびランダム共重合体の示差 熱分
柿, 赤外分光, Ⅹ線回折等によって比較検討している｡ その結果, 分子量およびブテン- 1 の含有率を考
慮の上, 結晶化度, 融点等の実測結果から上記触媒により得られた重合体は 1-7mole% の ブテ ン-1







研究方法では必ずしも明確になしえないので, 粘弾性の温度分散におけるいわゆる主分散 (β分散) およ






ことを見出している｡ さらにポリエチレンについて同様な測定を行ない, 高圧法ポリエチレンにつ いて
40oCおよび--55oC付近にそれぞれβ分散およびγ分散を, 低圧法ポリエチレンについて-55oC付近 に
故弱なγ分散を観測している｡ 高圧法 ポリエチレンの β分散の分散強度と密度との間に良好な直線関係
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一方, エチレン- プロピレンランダム共重合体では, 前述三種の不均一混合系あるいは後述するブロッ
ク共重合体において常に両成分のβ分散に相当する二個の主分散が観測されるのに比較し, 唯一個の主分





釈しうることを, X線回折および密度の組成依存性, 等温結晶化挙動の実験結果等より結論している｡ ま
たブロック鎖長および繰回し回数の諸性質に対する影響について検討し, 鎖長の減少および繰返し回数の
増大につれて次第にランダム共重合体の挙動に近づくことを述べている｡




本論文はポリエチレン, ポリプロピレンおよびポリプデン -ー 1 の三種のポリアルファオレフィンを成分
高分子とし, これらを種々の混合方法により混合した系について構造との関連性において主として固体物

















′2) ェチレンと他のオレフィンとのランダム共重合｡ 一般に高分子のランダム共重合を行なう場合, 得
られる共重合体の組成比の決定は比較的容易であっても, その共重合体が果たしてランダム共重合体であ
るか否かの判定は困難である｡ ここでは丑陸の Natta系触媒を用いて供給ポロピレン約6mole%のエチ























柏無定形ランダム共重合体になるに反し, エチレン- プロピレンブロック共重合体は, 両成分の結晶性が
いちじるしく低下した基本的に二相分離型不均一混合系にとどまることを結論している｡ またブロック共
重合体における■ブロック鎖長の減少および繰返し回数の増加につれ, ブロック共重合体の諸物性が次第に
∫
ランダム共重合体のそれに近ずくことを明らかにしている｡
以上を要するに本論文はオレフィン吏合体, 特にその混合系の構造と物性との関連性を実験に詳細に険
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討し, 高分子混合に関する多くの新しい基礎的知見を寝て学術的に寄与するのみならず, オレフィン系結
晶性高分子に要求される材料特性が広範多岐にわたりつつある現在, 技術的にも貢献するところが少なく
ない｡ よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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